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1

学
説
に
は
不
満
で
し
た
。
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
聖
書
の
創
造
論
に
立
脚
し
た
神
と

人
間
と
世
界
と
を
有
機
的
に
捉
え
た
基
督
教
教
育
哲
学
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
〇
歳
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
二
七
年
間
、
東
洋
英
和
の
保
育
者
養
成
に

関
わ
る
教
育
実
践
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
所
属
の
東
洋
英
和
女
学
院
大

学
「
保
育
子
ど
も
学
科
」
の
前
身
で
あ
る
上
田
市
保
母
傳
習
所
時
代
の
所
長

デ
ウ
ォ
ル
フ
宣
教
師
や
ド
レ
ー
ク
宣
教
師
は
英
語
で
フ
レ
ー
ベ
ル
や
ル
ソ
ー

の
幼
児
教
育
思
想
を
講
義
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
、
東
洋
英
和
の

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
敬
神
・
奉
仕
」
の
教
育
理
念
を
コ
メ
ニ
ウ
ス
ま
で
遡

る
教
育
理
念
と
確
信
し
て
、
コ
メ
ニ
ウ
ス
・
ル
ソ
ー
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
、
フ

レ
ー
ベ
ル
、
デ
ュ
ー
イ
に
つ
な
が
る
存
在
論
的
教
育
学
の
系
譜
を
講
義
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
東
洋
英
和
は
多
く
の
基
督
教
教
育
の
先
輩
た
ち
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
た
学
校
で
す
。
岩
村
清
四
郎
・
キ
ュ
ッ
ク
リ
ヒ
・
岡
部
彌
太

郎
・
平
岩
保
・
水
野
誠
・
小
林
公
一
・
今
橋
朗
・
小
林
政
吉
・
津
守
真
・
松

居
直
・
松
川
成
夫
・
南
部
泰
孝
・
三
浦
正
・
櫛
田
盤
・
下
山
田
裕
彦
・
ジ
ュ

テ
ィ
ー
ン
・
深
町
正
信
等
の
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
戦
列
の
一

員
に
加
え
ら
れ
た
光
栄
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
と
自
戒
し
て
い
ま
す
。

（
よ
し
お
か
・
よ
し
ま
さ
＝
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
教
授
）

　

私
は
、
中
学
一
年
時
の
担
任
の
先
生
の
強
い
影
響
を
受
け
て
、
自
我
の
覚

醒
に
目
覚
め
、
人
間
ら
し
い
人
間
に
な
る
た
め
の
終
わ
り
の
な
い
旅
路
を
出

発
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
精
進
努
力
だ
け
で
は
人
間
形
成
は
不
可
能
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
一
九
歳
の
時
に
教
会
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

後
の
歩
み
は
、
基
督
教
信
仰
に
基
づ
く
教
員
に
な
る
夢
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

で
し
た
。
教
育
と
基
督
教
信
仰
と
の
理
論
的
探
求
を
求
め
て
国
際
基
督
教
大

学
大
学
院
で
基
督
教
教
育
哲
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
エ
ミ
ー
ル
・
ブ
ル
ン
ナ

ー
が
す
で
に
去
っ
て
お
ら
れ
た
時
期
で
し
た
が
、
彼
が
推
奨
し
て
い
た
基
督

教
教
育
者
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
観
点
か
ら
修
士
論
文
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の

後
の
神
戸
改
革
派
神
学
校
の
神
学
論
文
は
、「
神
の
像
」
論
で
し
た
が
、
人

間
と
神
と
の
関
係
を
実
体
論
的
に
捉
え
る
こ
と
に
満
足
で
き
ず
、
関
係
論
的

に
捉
え
る
方
向
に
目
覚
め
る
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
会
と
キ

リ
ス
ト
教
主
義
学
校
に
奉
職
し
た
間
の
根
源
的
課
題
は
、
人
間
の
原
罪
と
教

育
の
可
能
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
と
い
う
課
題
で
し
た
。
こ
の
課
題

に
つ
い
て
一
つ
の
解
決
策
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
、
ヨ
ハ
ン
・
ア
モ
ス
・
コ

メ
ニ
ウ
ス
の
『
大
教
授
学
』
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
聖
書
の
創
造
論
に
基
づ

く
神
学
と
教
育
学
と
の
総
合
的
体
系
を
も
た
ら
す
基
督
教
教
育
哲
学
が
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
鈴
木
秀
勇
教
授
を
筆
頭
に
日
本
の
コ
メ
ニ
ウ
ス
研
究
は
世

界
的
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
神
学
的
思
惟
を
欠
い
た
教
育

出
会
い
・
本
・
人

基
督
教
教
育
学
者
コ
メ
ニ
ウ
ス
─
─
吉
岡
良
昌
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石
居
基
夫

信
仰
と
思
索
の
た
め
に

ル
タ
ー
の
言
葉

神
の
み
こ
と
ば
に
生
き
た
信
仰
者

Ｗ
・
シ
ュ
パ
ル
ン
編

湯
川
郁
子
訳

　

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
か
ら
五
百
年
の
記
念
の
年
が
二
〇
一
七
年
に
迫
り
、

ル
タ
ー
自
身
の
著
作
、
ま
た
ル
タ
ー
に
関
す
る
研
究
書
も
出
版
、
再
版
が

重
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
折
し
も
、
昨
年
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
教
令
五
〇
周
年

を
記
念
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
聖
公
会
、
ル
ー
テ
ル
教
会
合
同
の
礼
拝
が

行
わ
れ
た
が
、
一
方
的
な
正
統
の
主
張
や
教
派
的
分
裂
を
絶
対
視
す
る
こ

と
の
愚
か
さ
を
思
わ
さ
れ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
分
か
ち
合

う
時
、
人
間
の
言
葉
は
い
つ
で
も
舌
足
ら
ず
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、

人
は
そ
の
生
き
る
歴
史
的
・
文
化
的
状
況
の
中
で
、
福
音
の
真
理
を
言
葉

に
し
、
神
の
恵
み
と
救
い
の
出
来
事
を
確
認
し
て
き
た
。
ル
タ
ー
の
宗
教

改
革
と
そ
の
神
学
的
営
為
も
、
そ
う
し
た
意
味
で
歴
史
の
中
に
そ
の
意
義

を
今
一
度
問
う
時
で
も
あ
ろ
う
。

　

本
書
は
、
神
学
論
文
に
限
ら
ず
、
聖
書
講
解
や
説
教
、
卓
上
語
録
、
あ

る
い
は
手
紙
な
ど
か
ら
「
ル
タ
ー
の
言
葉
」
を
幅
広
く
拾
い
上
げ
、
状
況

の
中
で
生
き
ら
れ
た
信
仰
の
言
葉
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
一
切
の
解
説

を
入
れ
ず
に
、
ル
タ
ー
の
原
典
引
用
の
み
で
編
集
さ
れ
た
本
書
は
、
お
そ

ら
く
、
初
め
て
ル
タ
ー
を
学
ぼ
う
と
す
る
方
々
へ
の
入
門
書
と
い
う
よ
り

も
、
あ
る
程
度
の
予
備
知
識
を
持
っ
た
上
で
読
ま
れ
る
方
が
よ
い
。
ル
タ

ー
が
そ
の
時
々
に
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
生
き
て
い
た
の
か
、
そ
の

確
認
の
中
で
こ
そ
、
そ
の
「
言
葉
」
の
意
味
は
見
い
だ
さ
れ
る
。

　

編
者
の
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
シ
ュ
パ
ル
ン
は
、
既
に
第
一
線
か
ら
は
退
い
て

い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
何
十
年
か
の
間
の
ル
タ
ー
研
究
に
お
い
て
、
特

に
啓
蒙
時
代
以
降
の
近
代
思
想
や
哲
学
と
の
関
係
の
中
で
、
歴
史
神
学
、

組
織
神
学
両
方
の
視
点
を
も
っ
て
貢
献
を
さ
れ
た
第
一
人
者
だ
。
ル
タ
ー

の
言
葉
を
選
び
、
構
成
し
て
紹
介
す
る
仕
方
そ
の
も
の
の
中
に
、
シ
ュ
パ

ル
ン
の
神
学
的
関
心
も
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
「
信
仰
」「
み
こ
と
ば
」「
経
験
」「
自
由
」「
心
」
と
い
う
五
つ
の
概
念

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
章
立
て
の
項
目
と
し
て
全
体
の
構
成
が
整
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
に
、
ル
タ
ー
自
身
の
信
仰
の
闘
い
と
豊
か
な
神

学
思
想
が
結
晶
し
て
い
る
。
ル
タ
ー
以
後
の
神
学
は
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
こ

れ
ら
ル
タ
ー
の
言
葉
に
自
ら
の
神
学
の
営
み
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
た
か

も
し
れ
な
い
。

　

た
と
え
ば
、「
信
仰
」
の
項
目
で
は
、「
心
の
信
頼
と
信
仰
の
み
が
、
神

と
偶
像
、
ど
ち
ら
を
も
つ
く
り
出
す
。
信
仰
と
信
頼
が
正
し
い
な
ら
、
あ

な
た
の
神
も
正
し
い
。
逆
に
信
仰
が
偽
り
で
あ
り
正
し
く
な
い
と
こ
ろ
に

は
、
ま
た
、
正
し
い
神
も
お
ら
れ
な
い
」（
二
五
頁
）
と
あ
る
が
、「
み
こ

と
ば
」
の
項
目
に
は
、
逆
に
「
私
た
ち
の
信
仰
は
、
そ
れ
が
神
の
こ
と
ば

で
あ
っ
て
、
砂
や
苔
や
、
人
の
妄
想
や
行
い
で
は
な
い
と
い
う
根
拠
を
も

つ
べ
き
で
あ
る
」（
六
二
頁
）
と
あ
る
。
人
間
の
信
仰
に
神
学
の
基
礎
を

お
く
よ
う
な
言
い
方
と
、
神
の
こ
と
ば
に
こ
そ
根
拠
を
見
る
視
点
と
は
、

ち
ょ
う
ど
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ッ
ハ
ー
の
自
由
主
義
神
学
と
バ
ル
ト
の
神
の
言

葉
の
神
学
の
対
比
を
思
わ
せ
る
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
ル
タ
ー
の
言
葉
な
の

だ
。

　

あ
る
と
こ
ろ
に
は
正
統
主
義
に
つ
な
が
る
言
葉
が
あ
る
し
、
敬
虔
主
義

的
な
言
葉
も
見
い
だ
す
。
あ
る
い
は
ブ
ル
ト
マ
ン
の
実
存
主
義
神
学
な
ど

の
言
説
と
相
通
じ
る
も
の
も
あ
る
。
ル
タ
ー
自
身
は
中
世
末
に
生
き
た
人

で
あ
っ
て
も
、
現
代
に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
し
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
神
学
者
は
自
分
の
神
学
的
な
文
脈
の
中
に
ル
タ
ー
を
引
き
寄

せ
て
読
み
込
む
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
シ
ュ
パ
ル
ン
は
自
ら
の
研
究
の
中
で
確
認
し
て
き
た
「
ル
タ
ー
の

言
葉
」
の
豊
か
さ
を
本
書
で
余
す
こ
と
な
く
紹
介
し
て
く
れ
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
私
た
ち
は
ル
タ
ー
の
言
葉
を
自
分
の
状
況
に
引
き
寄
せ

る
の
で
は
な
く
、
ル
タ
ー
が
何
と
格
闘
し
て
い
た
か
、
そ
の
格
闘
そ
の
も

の
に
迫
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。
シ
ュ
パ
ル
ン
に
よ
れ
ば
、
集
め
ら
れ

た
ル
タ
ー
の
言
葉
に
は
、
ル
タ
ー
自
身
の
「
告
白
」
が
あ
り
、「
神
学
的

思
索
」
が
あ
り
、「
信
仰
が
生
活
へ
と
導
入
さ
れ
る
」
た
め
の
格
闘
と
指

針
が
あ
り
、
ま
た
「
感
謝
と
祈
り
」
が
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
神
の
み

こ
と
ば
に
生
き
た
一
人
の
信
仰
者
の
言
葉
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
自

身
の
格
闘
と
福
音
を
伝
え
る
た
め
の
言
葉
を
鍛
え
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

（
い
し
い
・
も
と
お
＝
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
教
授
）

（
四
六
判
・
二
六
〇
頁
・
本
体
二
〇
〇
〇
円
＋
税
・
教
文
館
）
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て
、『
聖
書
は
さ
ら
に
物

語
る
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
本
の
特
徴
は
、「
聖
書
に
何
が
記
さ
れ
て

い
る
か
」
と
い
う
知
識
を
て
い
ね
い
に
与
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
…
…
聖
書
全
体
を
見
通
し
な
が
ら
、
聖
書
へ
の
知
識
を
私
た
ち
に
提

供
し
て
く
れ
る
の
で
す
。 

　●
Ａ
５
判
・
一
〇
四
頁
・
一
、一
〇
〇
円
＋
税

＊
第
２
弾 

絶
賛
発
売
中
！

一
年
12
回
で
聖
書
を
読
む
本

一
年
一
年
一
年
一
年
一
年
一
年
121212121212
回
で
聖
書
を
読
む
本

回
で
聖
書
を
読
む
本

回
で
聖
書
を
読
む
本

回
で
聖
書
を
読
む
本

回
で
聖
書
を
読
む
本

回
で
聖
書
を
読
む
本

聖
書
は

さ
ら
に
物
語
る

日
本
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
団

明
野
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師

大
頭
眞
一
著

株式会社ヨベル　YOBEL Inc.
info@yobel.co.jp

〒 113 - 0033　東京都文京区本郷 4 -1-1
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閉塞感からの脱却
日本宣教神学

宇田 進師・評（東京基督教大学名誉教授）

……実は、本書も、他国ではなく、ま
さにこの日本の教会の上にたれこめて
いる類似した暗雲を率直に直視しよう
としている。と同時に、皆が願うそれ
からの脱出・脱却、そして “一歩前進 ”
のための着眼点と今後の掘り下げの道
筋とを提示している。実に 33年にお
よぶ地方（このたびの “大震災 ”の隣接地域）で
の伝道・牧会と、地道な “宣教学 ”の
掘り下げの中から生まれたものであ
る。……本書は、まさに注目すべきガ
イドブックと言える。（『本のひろば』評
より）●A5 判・248 頁・1,800 円 +税

聖書カウンセリング概説
5 版新装版

●A5 判・334 頁・2,500 円 +税

信
仰
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
説
教

櫛
田
節
夫
師
（
西
日
本
宣
教
学
院
教
師
、
高
松

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ー
チ
教
師
）

真
正
な
聖
書
観
に
立
つ
牧
師
に
よ
っ
て
、
強
い
確
信
と
深
い
慰
め
を

与
え
て
く
れ
る
、
何
と
見
事
な
講
解
説
教
。
特
徴
は
、
著
者
の
原
語

の
熟
練
し
た
運
用
、
聖
書
箇
所
の
適
切
な
引
用
、
明
せ
き
な
識
別
力

に
よ
る
正
確
な
揺
る
ぎ
の
な
い
釈
義
。
●
新
書
判
・
一
、〇
〇
〇
円
＋
税

＊
待
望
の
新
刊
発
売
中
！

山口勝政の本

キ
リ
ス
ト
教
と
は

な
に
か
？

日
本
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
連
合

八
郷
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師

山
口
勝
政
著

南　

吉
衛

告
白
教
会
の
顧
問
弁
護
士

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ・ユ
ス
ト
ゥ
ス・ペ
ー
レ
ル
ス

教
会
闘
争
に
お
け
る
信
徒
の
働
き

雨
宮
栄
一
著

　

ド
イ
ツ
教
会
闘
争
に
関
す
る
多
く
の
著
書
で
知
ら
れ
る
雨
宮
栄
一
氏
が

新
し
い
書
物
を
出
版
さ
れ
た
。
ペ
ー
レ
ル
ス
は
、
三
五
歳
に
満
た
な
い
若

さ
で
、
キ
リ
ス
ト
の
証
人
と
し
て
の
使
命
に
生
き
、
殉
教
し
た
信
徒
で
あ

っ
た
。
古
プ
ロ
イ
セ
ン
の
合
同
告
白
教
会
の
顧
問
弁
護
士
と
し
て
、
ナ
チ

政
権
下
の
困
難
な
状
況
の
中
で
献
身
的
に
働
き
、
逮
捕
さ
れ
た
牧
師
・
信

徒
の
た
め
法
を
最
大
限
に
生
か
し
て
活
動
し
、
ま
た
獄
中
に
あ
る
人
た
ち

に
食
料
を
届
け
た
り
し
た
人
で
あ
る
。
著
者
は
十
年
も
前
か
ら
、
こ
の
キ

リ
ス
ト
者
に
関
心
を
持
ち
、
ベ
ル
リ
ン
に
旅
行
し
た
際
、
ペ
ー
レ
ル
ス
に

関
係
す
る
場
所
を
訪
ね
て
い
る
。

　

本
書
冒
頭
の
「
序
に
代
え
て
」
で
、「
レ
ー
ル
タ
ー
街
に
お
け
る
ペ
ー

レ
ル
ス
の
虐
殺
」
と
題
し
て
、
一
九
四
五
年
四
月
二
二
日
の
出
来
事
に
つ

い
て
、
当
日
の
天
候
や
、
壊
滅
的
な
爆
撃
に
遭
っ
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
市
街

の
状
況
か
ら
、
ペ
ー
レ
ル
ス
が
殺
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
、
詳
細
な
経
緯
が

劇
的
な
ま
で
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ペ
ー
レ
ル
ス
は
、
才
能
豊
か
な
学
者
を
輩
出
し
た
家
庭
に
生
ま
れ
、
ベ

ル
リ
ン
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
学
ん
だ
。
そ
こ
の
「
聖
書
研
究
サ
ー
ク
ル
」

で
彼
は
大
き
な
影
響
を
受
け
、
健
全
な
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
得
た
。
こ
の

サ
ー
ク
ル
は
、「
言
葉
と
行
為
に
よ
っ
て
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
告
白

す
る
福
音
主
義
教
会
の
青
年
た
ち
」
か
ら
成
っ
て
い
た
。
こ
の
サ
ー
ク
ル

に
属
す
る
若
者
た
ち
は
、
毎
年
秋
に
ベ
ル
リ
ン
近
郊
、「
西
の
べ
ー
テ
ル
」

と
呼
ば
れ
た
ロ
ー
ベ
タ
ー
ル
に
あ
る
福
祉
施
設
で
労
働
奉
仕
を
し
て
い
た
。

こ
こ
で
の
奉
仕
作
業
を
通
じ
て
「
若
い
ペ
ー
レ
ル
ス
に
、
社
会
の
弱
者
に

対
す
る
関
心
が
呼
び
起
こ
さ
れ
た
に
相
違
な
い
」
と
著
者
は
述
べ
て
い
る

（
四
八
頁
）。

　

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
修
了
す
る
と
、
ペ
ー
レ
ル
ス
は
迷
う
こ
と
な
く
法
律

の
学
び
を
始
め
て
い
る
。
彼
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
二
学
期
を
過
ご

し
、
さ
ら
に
一
九
三
三
年
三
月
ま
で
の
六
学
期
を
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
学
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
。
前
年
三
二
年
は
、
ナ
チ
党
が
第
一
党
に
躍
進
し
た
時
代

で
あ
る
。
こ
の
頃
、
ペ
ー
レ
ル
ス
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
等
の

影
響
を
受
け
て
、
ナ
チ
の
「
指
導
者
原
理
」
と
「
強
制
的
同
質
化
政
策
」

に
反
対
す
る
立
場
を
堅
固
な
も
の
と
し
て
行
く
。
そ
の
立
場
は
、
彼
が
正

規
の
課
程
を
経
て
「
司
法
研
修
生
」
に
な
っ
て
行
く
段
階
で
更
に
強
め
ら

れ
て
い
っ
た
。
著
者
は
、「
ペ
ー
レ
ル
ス
と
い
う
人
物
は
素
朴
で
は
あ
る

が
、
確
固
と
し
た
信
仰
の
持
ち
主
で
あ
り
、
自
覚
的
な
信
仰
者
で
あ
っ
た

と
思
う
」
と
記
し
て
い
る
（
九
一
頁
）。
そ
の
信
仰
が
彼
の
全
生
涯
を
貫

い
て
い
る
。
そ
の
後
「
ア
ー
リ
ア
条
項
」
が
導
入
さ
れ
、「
牧
師
緊
急
同

盟
」
が
生
ま
れ
る
。
ペ
ー
レ
ル
ス
は
、
司
法
研
修
生
と
し
て
の
学
び
を
続

け
な
が
ら
、「
強
制
的
同
質
化
」
や
、「
ユ
ダ
ヤ
人
排
除
」
と
戦
う
牧
師
た

ち
の
為
に
、
法
的
な
貢
献
を
す
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
最
終
司
法
試
験
を

終
え
て
、
正
式
に
古
プ
ロ
イ
セ
ン
の
合
同
告
白
教
会
の
顧
問
弁
護
士
と
な

り
、
そ
の
働
き
は
内
外
に
及
ぶ
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
義
兄
ハ
ン
ス
・
フ

ォ
ン
・
ド
ー
ナ
ニ
ー
と
つ
な
が
り
、
更
に
フ
ィ
ン
ケ
ン
ヴ
ァ
ル
デ
牧
師
研

修
所
を
開
設
す
る
準
備
を
し
て
い
た
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
に
出
会
い
、
信
頼

に
満
ち
た
共
同
の
働
き
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
ペ
ー
レ
ル
ス

の
評
伝
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー

と
の
関
係
を
二
人
の
死
に
至
る
ま
で
丹
念
に
追
究
し
て
い
る
点
に
特
色
が

あ
る
。
読
者
は
、
こ
れ
ほ
ど
深
く
信
頼
に
満
ち
た
関
係
が
両
者
に
あ
っ
た

こ
と
に
改
め
て
驚
く
で
あ
ろ
う
。

　

二
人
が
命
を
か
け
、
骨
身
を
惜
し
ま
ず
働
い
た
牧
師
研
修
所
は
、
し
か

し
な
が
ら
、
三
五
年
四
月
、
開
設
後
二
年
余
り
で
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
よ
っ

て
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
牧
師

た
ち
の
働
き
は
「
非
合
法
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
頃
ペ
ー
レ
ル
ス
は
結
婚
し
、

家
庭
を
持
っ
た
。

　

彼
も
最
終
的
に
は
、
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
教
会
的
抵
抗

か
ら
脱
し
て
政
治
的
な
抵
抗
運
動
に
身
を
お
い
た
の
で
あ
っ
た
。
本
書
の

最
後
に
、「
ペ
ー
レ
ル
ス
の
隠
れ
た
働
き
に
光
が
あ
て
ら
れ
、
ボ
ン
ヘ
ッ

フ
ァ
ー
の
死
も
、
そ
し
て
ペ
ー
レ
ル
ス
の
死
も
、
後
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て

十
分
に
評
価
さ
れ
、
ま
た
生
か
さ
れ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
」
と
著

者
は
語
っ
て
い
る
（
二
九
〇
頁
）。

　

長
い
準
備
期
間
を
経
て
ド
イ
ツ
教
会
闘
争
に
お
け
る
信
徒
の
働
き
に
光

が
当
て
ら
れ
た
本
書
の
出
版
を
、
心
か
ら
喜
び
た
い
。

（ 

み
な
み
・
き
ち
え
＝
日
本
基
督
教
団
桑
名
教
会
牧
師
）

（
四
六
判
・
三
一
〇
頁
・
本
体
三
一
〇
〇
円+

税
・
新
教
出
版
社
）



本・批評と紹介

67

株式会社　一麦出版社
札幌市南区北ノ沢 3 丁目 4-10

 TEL（011）578-5888
http://www.ichibaku.co.jp
携帯　mobile.ichibaku.co.jp

ヨナのしるし

聖書理解の
パラダイムが変わる！

ヨナ書は，
先行する旧約聖書諸文書の
パロディーである！

その特徴の一つは「まじめふざけ」．
四六判

定価 ［本体 2,400 ＋税］円
ISBN978-4-86325-077-2

土岐健治
Kenji Toki

旧約聖書と新約聖書を結ぶもの

望
月
麻
生

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
24
の
お
話

エ
ッ
サ
イ
の
木

読
む
者
の
心
に
彩
り
豊
か
な
絵
が
浮
か
び
上
が
る

ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ン
・
マ
コ
ッ
ク
ラ
ン
著

沢 

知
恵 

訳
／
池
谷
陽
子 

絵

　
「『
お
じ
い
さ
ん
は
、
ま
る
で
そ
の
場
に
い
た
か
の
よ
う
に
話
す
ね
。』

男
の
子
が
言
い
ま
し
た
。

　
『
こ
の
羊
飼
い
と
羊
を
ほ
っ
て
い
る
あ
い
だ
、
た
し
か
に
わ
し
は
「
そ

の
場
」
に
い
る
。
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
、
し
あ
わ
せ
だ
な
あ
、
恵
ま

れ
て
い
る
な
あ
、
と
思
う
よ
。』」

　

避
暑
地
の
教
会
で
黙
々
と
仕
事
に
取
り
組
む
老
人
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

さ
ん
の
も
と
へ
突
然
現
れ
た
小
さ
な
男
の
子
。
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん

が
鑿
を
ふ
る
っ
て
制
作
し
て
い
た
の
は
「
エ
ッ
サ
イ
の
木
」
と
呼
ば
れ
る

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
的
な
図
柄
で
、
四
方
に
広
が
る
枝
に
は
幾
つ
も
の
モ

チ
ー
フ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
天
地
創
造
か
ら
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
誕
生
に
至
る
ま
で
の
物
語
を
表
し
た
、
い
わ
ば
系
図
で
あ
る
。

　

男
の
子
は
彼
の
不
機
嫌
な
顔
に
お
か
ま
い
な
し
で
話
し
か
け
、
物
語
を

せ
が
む
。
う
る
さ
が
り
な
が
ら
渋
々
と
聖
書
の
物
語
を
語
り
聞
か
せ
る
バ

タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
。
あ
る
と
き
は
男
の
子
が
時
折
見
せ
る
天
衣
無
縫

な
言
動
に
目
を
白
黒
さ
せ
、
ま
た
あ
る
と
き
は
熊
に
少
年
ら
を
襲
わ
せ
た

預
言
者
エ
リ
シ
ャ
の
短
気
さ
に
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
、
次
第
に
男
の
子
が

来
る
の
を
心
待
ち
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
…
…
。

　

本
と
い
う
も
の
が
興
味
深
い
の
は
、
同
じ
本
で
も
読
む
人
に
よ
っ
て
目

の
前
に
広
が
る
世
界
が
違
う
こ
と
だ
。
何
千
冊
と
同
じ
本
が
印
刷
さ
れ
て

世
に
出
て
も
、
手
に
取
っ
て
読
む
者
の
心
の
角
度
次
第
で
、
本
と
読
者
と

は
唯
一
無
二
の
関
係
を
築
け
る
の
だ
。「
エ
ッ
サ
イ
の
木
」
は
と
り
わ
け

表
情
豊
か
な
本
で
あ
る
。
物
語
は
お
も
に
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
と
男

の
子
の
や
り
と
り
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
を
通

し
て
語
ら
れ
る
の
は
天
地
創
造
か
ら
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
に
至
る
ま
で
の
、

聖
書
の
物
語
だ
。
著
者
と
訳
者
の
紡
ぐ
言
葉
は
一
つ
一
つ
が
刺
繍
の
糸
の

よ
う
で
、
読
む
者
の
心
に
彩
り
豊
か
な
絵
が
浮
か
び
上
が
る
か
の
よ
う
だ
。

　

著
者
の
マ
コ
ッ
ク
ラ
ン
氏
と
訳
者
の
沢
知
恵
氏
に
よ
っ
て
磨
き
上
げ
ら

れ
た
こ
れ
ら
二
四
の
物
語
の
中
で
、
私
達
は
礼
拝
の
説
教
中
に
よ
く
す
る

よ
う
に
、
わ
か
っ
た
ふ
り
を
し
な
が
ら
目
を
つ
ぶ
っ
た
り
、
夕
飯
の
献
立

を
考
え
た
り
す
る
必
要
は
な
い
。
聖
書
研
究
祈
祷
会
で
よ
く
す
る
よ
う
に
、

見
栄
え
良
い
質
問
を
し
よ
う
と
考
え
こ
む
必
要
も
な
い
。
こ
の
本
を
読
む

時
は
、
あ
の
男
の
子
の
よ
う
に
、
聖
書
の
物
語
に
思
い
切
り
身
を
ゆ
だ
ね

れ
ば
よ
い
。
彼
は
、
破
天
荒
な
物
語
に
は
目
を
丸
く
し
て
驚
き
、
踊
り
だ

す
ダ
ビ
デ
と
共
に
踊
り
、
ま
た
、
も
っ
と
も
ら
し
い
こ
と
を
言
う
バ
タ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
に
は
、
鋭
い
ひ
と
言
を
時
折
無
邪
気
に
言
い
放
つ
。

　

池
谷
陽
子
氏
の
挿
絵
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
完
成
し
た
作
品
で
あ

る
が
、
読
者
が
物
語
の
世
界
を
想
像
す
る
の
を
惜
し
み
な
く
助
け
て
く
れ

る
、
読
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
言
え
る
挿
絵
で
あ
る
。
聖
書
に
関
す
る
知

識
、
教
会
に
通
う
年
数
、
そ
ん
な
も
の
は
関
係
な
く
、
手
ぶ
ら
の
ま
ま
で

「
ま
る
で
自
分
が
そ
の
場
に
い
た
か
の
よ
う
に
」
聖
書
の
物
語
と
接
し
、

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
本
だ
。

　

私
は
最
近
、
自
分
の
仕
え
る
教
会
の
一
角
に
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

教
会
に
集
う
方
々
に
お
薦
め
し
た
い
本
を
、
紹
介
文
付
き
で
そ
こ
に
並
べ

て
い
る
。
本
は
た
だ
背
表
紙
を
向
け
て
整
列
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
は
勿
体

な
い
こ
と
に
最
近
気
づ
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
は
会
堂
へ
入

っ
て
す
ぐ
の
場
所
に
あ
る
た
め
、
礼
拝
の
前
後
に
何
人
も
が
本
を
手
に
取

っ
て
眺
め
て
い
る
。
た
め
し
に
「
エ
ッ
サ
イ
の
木
」
も
、
そ
の
図
書
コ
ー

ナ
ー
へ
置
き
、
読
ん
で
い
る
人
た
ち
に
ど
う
思
っ
た
か
を
聞
い
て
み
た
。

す
る
と
、
実
に
様
々
な
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

教
会
学
校
の
教
師
を
務
め
る
方
は
「
礼
拝
で
子
ど
も
に
聖
書
の
お
話
を

す
る
と
き
は
こ
う
語
れ
ば
い
い
の
だ
と
参
考
に
な
っ
た
」、
絵
を
描
く
の

が
好
き
な
方
か
ら
は
「
自
分
も
『
エ
ッ
サ
イ
の
木
』
を
描
い
て
み
た
く
な

っ
た
」、
聖
書
を
最
近
読
み
始
め
た
方
は
「
分
厚
い
旧
約
聖
書
は
ど
こ
か

ら
読
ん
で
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
こ
に
書
か
れ
た
場
面
か

ら
読
ん
で
い
け
ば
イ
エ
ス
さ
ま
と
つ
な
が
る
の
だ
と
思
っ
た
」
…
…
聖
書

の
物
語
を
抜
粋
し
た
本
は
幾
つ
も
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
ま
で
多
様

な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
本
も
そ
う
は
無
い
の
で
は
な
い
か
。

　

教
会
や
保
育
園
・
幼
稚
園
の
教
材
と
し
て
十
二
分
に
活
躍
す
る
で
あ
ろ

う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
人
と
聖
書
の
架
け

橋
に
も
な
る
本
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
教
会
に
集
う
人
た
ち
の
声
か
ら
感

じ
た
。
か
く
い
う
私
も
こ
の
本
の
降
誕
物
語
を
参
考
に
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の

台
本
を
書
い
た
の
は
こ
こ
だ
け
の
話
で
あ
る
。

（
も
ち
づ
き
・
あ
さ
を
＝
日
本
基
督
教
団
四
街
道
教
会
牧
師
）

（
Ａ
５
判
・
一
五
八
頁
・
本
体
一
八
〇
〇
円
＋
税
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
）



本・批評と紹介

89

株式会社ヨベル　YOBEL Inc.
info@yobel.co.jp

〒 113 - 0033　東京都文京区本郷 4 -1-1
TEL03(3818)4851    FAX03(3818)4858
＊自費出版の専門出版社＊資料・呈

渡辺善太著作選　新書判・1,800 円＋税

❶ 偽善者を出す処 ―  偽善者は教会の必然的現象 ―

❷ 現実教会の福音的認識、他
❸ 聖書論 ――  聖書正典論　1/ Ⅰ
❹ 聖書論 ――  聖書正典論　2/ Ⅰ
⓫ 聖書的説教とは？
⓬ わかって、わからないキリスト教

齋藤孝志著　新書判・各 1,000 円＋税

道・真理・命　全 3巻完結！
ヨハネによる福音書に徹して聴く

本のひろば広告
70％に縮小してください。　天地 180mm左右なりゆき

好評既刊の本

聖書は物語る
一年 12回で聖書を読む本

正木牧人師・評（神戸ルーテル神学校校長）

◆本書の読みやすさは聖書を一続きの
物語として捕らえ、一貫する世界観を
提示していることにある。（『本のひろば』
評より）3 版準備中！

A5 判・112 頁・1,100 円 + 税

聖
書
の
物
語
が
あ
な
た
を
招
く  

平
野
克
己
師
（
説
教
塾 

全
国
委
員
長
・
日
本

基
督
教
団 

代
田
教
会
牧
師

）

◆
大
頭
眞
一
牧
師
が
『
聖
書
は
物
語
る
』
に
続
け
て
、『
聖
書
は
さ
ら
に
物

語
る
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
本
の
特
徴
は
、「
聖
書
に
何
が
記
さ
れ
て

い
る
か
」
と
い
う
知
識
を
て
い
ね
い
に
与
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
…
…
聖
書
全
体
を
見
通
し
な
が
ら
、
聖
書
へ
の
知
識
を
私
た
ち
に
提

供
し
て
く
れ
る
の
で
す
。 

　●
Ａ
５
判
・
一
〇
四
頁
・
一
、一
〇
〇
円
＋
税

＊
第
２
弾 

絶
賛
発
売
中
！

一
年
12
回
で
聖
書
を
読
む
本

聖
書
は

さ
ら
に
物
語
る

日
本
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
団

明
野
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師

大
頭
眞
一
著

株式会社ヨベル　YOBEL Inc.
info@yobel.co.jp

〒 113 - 0033　東京都文京区本郷 4 -1-1
TEL03(3818)4851    FAX03(3818)4858
＊自費出版の専門出版社＊資料・呈

閉塞感からの脱却
日本宣教神学

宇田 進師・評（東京基督教大学名誉教授）

……実は、本書も、他国ではなく、ま
さにこの日本の教会の上にたれこめて
いる類似した暗雲を率直に直視しよう
としている。と同時に、皆が願うそれ
からの脱出・脱却、そして “一歩前進 ”
のための着眼点と今後の掘り下げの道
筋とを提示している。実に 33年にお
よぶ地方（このたびの “大震災 ”の隣接地域）で
の伝道・牧会と、地道な “宣教学 ”の
掘り下げの中から生まれたものであ
る。……本書は、まさに注目すべきガ
イドブックと言える。（『本のひろば』評
より）●A5 判・248 頁・1,800 円 +税

聖書カウンセリング概説
5 版新装版

●A5 判・334 頁・2,500 円 +税

信
仰
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
説
教

櫛
田
節
夫
師
（
西
日
本
宣
教
学
院
教
師
、
高
松

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ー
チ
教
師
）

真
正
な
聖
書
観
に
立
つ
牧
師
に
よ
っ
て
、
強
い
確
信
と
深
い
慰
め
を

与
え
て
く
れ
る
、
何
と
見
事
な
講
解
説
教
。
特
徴
は
、
著
者
の
原
語

の
熟
練
し
た
運
用
、
聖
書
箇
所
の
適
切
な
引
用
、
明
せ
き
な
識
別
力

に
よ
る
正
確
な
揺
る
ぎ
の
な
い
釈
義
。
●
新
書
判
・
一
、〇
〇
〇
円
＋
税

＊
待
望
の
新
刊
発
売
中
！

山口勝政の本

キ
リ
ス
ト
教
と
は

な
に
か
？

日
本
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
連
合

八
郷
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師

山
口
勝
政
著

木
原
桂
二

新
約
聖
書
神
学
Ⅱ　

上

新
約
各
文
書
の
内
的
共
通
性
・
統
一
性
を
検
証
す
る

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ハ
ー
ン
著

大
貫　

隆
、
田
中
健
三
訳

　

ド
イ
ツ
の
新
約
聖
書
学
者
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ハ
ー
ン
氏
に
よ
る
本

書
は
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
神
学
史
」
を
主
題
と
す
る
前
著
『
新
約
聖
書
神

学
Ⅰ
』
の
続
編
で
あ
る
。
同
書
の
邦
訳
が
二
〇
〇
六
︱
七
年
に
か
け
て
発

刊
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
（
Ⅱ
上
巻
）
の
出
版
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

読
者
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
主
題
は
、
新
約
聖
書
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
い
る
「
神
の
啓
示

行
動
」
を
手
が
か
り
に
、
新
約
全
体
の
内
的
共
通
性
・
統
一
性
を
検
証
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
出
版
さ
れ
た
上
巻
に
は
、
五
部
構
成
の
う

ち
前
半
の
三
部
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
第
四
部
以
降
を
日
本
語

で
読
む
た
め
に
は
下
巻
の
出
版
を
待
つ
必
要
が
あ
る
。

　

本
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
前
に
、
新
約
聖
書
神
学
と
い
う
研
究
分
野
の

特
質
と
著
者
の
研
究
手
法
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
「
新
約
聖
書
」
の
二
十
七
文
書
は
、
す
べ
て
イ
エ
ス
の
出
来
事
を
前
提

に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
は
異
な
る
歴
史
的
文

脈
と
著
者
独
自
の
思
想
に
よ
っ
て
成
立
・
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
「
新
約
聖
書
」
と
い
う
概
念
は
、
二
十
七
の
文
書
が
選
択
さ
れ
、

合
本
化
さ
れ
た
後
で
生
じ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

　

ブ
ル
ト
マ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
新
約
聖
書
の
歴
史
性
を
重
視
す
る
立
場

か
ら
、
そ
の
神
学
的
統
一
性
を
論
証
す
る
の
は
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る

と
の
主
張
を
展
開
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
神
学
的
統
一
性
の
論

証
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
著
者
は
、
ブ
ル
ト
マ
ン

の
立
場
を
全
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ブ
ル
ト
マ
ン
以

降
の
議
論
を
丁
寧
か
つ
慎
重
に
検
証
し
た
上
で
、
自
ら
の
論
証
作
業
を
そ

の
上
に
積
み
重
ね
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
導
入
部
に
あ

た
る
「
課
題
の
設
定
」
に
お
い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
本
論
部
分
の
内
容
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
い
。

　

第
Ⅰ
部
は
、
新
約
聖
書
と
旧
約
聖
書
の
内
的
統
一
性
が
主
題
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
両
者
の
関
連
性
は
自
明
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
統
一
性

は
新
約
の
キ
リ
ス
ト
教
的
解
釈
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

著
者
は
こ
の
紛
れ
も
な
い
事
実
を
冷
徹
な
ま
で
に
受
け
入
れ
、
両
者
の
違

い
を
明
確
に
検
証
し
て
い
る
。
だ
が
著
者
は
両
者
を
切
り
分
け
る
こ
と
を

し
な
い
。
違
い
の
明
確
化
に
よ
り
、
か
え
っ
て
旧
約
の
神
観
（
創
造
の
わ

ざ
を
行
い
世
界
の
歴
史
に
啓
示
を
与
え
る
神
）
が
新
約
の
中
心
的
基
軸
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
旧
約
と
新
約
に
こ
の
共
通

の
基
盤
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
は
対
等
で
前
向
き

な
対
話
が
で
き
る
と
語
る
著
者
の
主
張
に
、
評
者
は
共
感
を
覚
え
る
。

　

第
Ⅱ
部
は
、
啓
示
者
と
し
て
の
イ
エ
ス
を
議
論
の
出
発
点
と
し
、
聖
霊

論
と
三
位
一
体
論
の
構
造
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し

著
者
は
、
教
義
的
に
論
を
進
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
各
文
書
の
歴

史
的
背
景
や
伝
承
史
的
背
景
を
踏
ま
え
つ
つ
、
福
音
書
か
ら
黙
示
録
に
至

る
ま
で
、
そ
の
神
学
的
特
徴
を
徹
底
的
に
洗
い
出
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

新
約
諸
文
書
に
お
け
る
神
学
の
多
様
性
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
ま
た
、
原

始
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
三
位
一
体
論
は
、
萌
芽
的
に
内
包
さ
れ
て
い
る

と
い
う
歴
史
的
な
判
断
が
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
時
点
で
読
者
は
「
聖
書
の
内
的
共
通
性
・
統
一
性
は

ど
う
な
っ
た
の
か
」
と
疑
問
に
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
著
者
は
、
新

約
聖
書
の
思
想
的
内
容
の

0

0

0

0

0

0

共
通
性
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

神
の
啓
示
行
為
と
し
て
の
救
い
の
告
知
と
、
そ
れ
に
対
す
る
応
答
行
為
は
、

あ
く
ま
で
も
歴
史
的
・
特
殊
的
な
出
来
事
な
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
著
者
は
本
書
の
第
Ⅲ
部
に
お
い
て
、
歴
史
的
な
特
殊
事
情
に
お

い
て
生
じ
た
各
文
書
の
差
異
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
で
も
な
お
残
さ
れ
た

共
通
性
を
示
し
て
い
る
。
新
約
聖
書
の
二
十
七
文
書
に
は
、
宣
教
に
お
い

て
過
去
の
救
い
を
現
在
化
し
、
未
来
に
お
い
て
生
じ
る
と
信
じ
ら
れ
た
救

い
を
先
取
り
す
る
と
い
う
構
造
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
新
約

聖
書
の
読
者
は
、
ど
の
文
書
を
読
む
場
合
に
も
救
い
へ
の
参
与
が
求
め
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

れ
る

0

0

こ
と
に
な
る
。
著
者
が
一
貫
し
て
主
張
す
る
「
新
約
全
体
の
内
的
共

通
性
・
統
一
性
」
と
は
、
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

新
約
聖
書
の
歴
史
性
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
つ
つ
、
そ
こ
に
示
さ
れ

た
証
言
に
自
ら
飛
び
込
ん
で
行
こ
う
と
す
る
著
者
の
主
張
は
、
新
約
聖
書

神
学
の
実
践
的
な
課
題
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
学
問
と
信

仰
の
橋
渡
し
が
あ
る
と
言
え
る
。

　

最
後
に
、
本
書
を
明
快
な
日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
し
て
下
さ
っ
た
大

貫
隆
氏
と
田
中
健
三
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
き
は
ら
・
け
い
じ
＝
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
北
山
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
、
関
西
学
院

大
学
非
常
勤
講
師
、
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

（
Ａ
５
判
・
六
四
二
頁
・
本
体
一
二
〇
〇
〇
円
＋
税
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
）
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田
中
か
お
る

み
こ
と
ば
を
届
け
る
た
め
に

聖
書
と
子
ど
も
た
ち

ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
鮮
や
か
な
切
り
口

田
中　

司
、
高
橋
恵
一
郎
、
高
橋
貞
二
郎
著

　

本
書
は
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
一
三
年
一
二
月
ま
で
、「
聖

書
と
こ
ど
も
た
ち
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、「
聖
公
会
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た

原
稿
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。「
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
ま
た

幼
稚
園
、
教
会
学
校
の
教
師
が
子
ど
も
た
ち
に
聖
書
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
る
た
め
に
、
咀
嚼
し
た
り
準
備
す
る
た
め
の
教
材
が
な
い
」
と
い
う
現

場
の
教
師
た
ち
の
声
を
受
け
、「
聖
公
会
新
聞
」
で
企
画
し
た
連
載
を
一

冊
の
本
に
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
長
く
奉
職
し
て
き

た
三
人
の
ベ
テ
ラ
ン
教
師
た
ち
が
、
ご
自
身
の
聖
書
や
理
科
の
授
業
、
ま

た
教
会
学
校
で
の
実
践
に
基
づ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
み
言
葉
を
届
け
る

た
め
の
取
り
組
み
や
提
案
を
共
同
執
筆
し
て
い
る
。
筆
者
も
牧
師
と
し
て

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
関
わ
り
を
も
つ
一
人
で
あ
る
が
、
三
人
の
執
筆
者
た

ち
の
ほ
と
ば
し
る
伝
道
へ
の
熱
意
が
伝
っ
て
き
て
、
心
躍
る
思
い
で
読
了

し
た
。
三
人
の
執
筆
者
た
ち
の
切
り
口
が
三
者
三
様
で
あ
る
こ
と
が
、
こ

の
連
載
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　

田
中
司
氏
は
、
元
・
立
教
小
学
校
校
長
で
、
校
長
職
以
前
は
物
理
学
と

神
学
と
を
修
め
た
小
学
校
の
理
科
教
師
と
い
う
経
歴
を
持
つ
。
田
中
氏
は
、

「
自
然
科
学
と
神
学
」
と
い
う
、
と
も
す
る
と
対
極
に
位
置
す
る
か
に
思

わ
れ
が
ち
な
二
つ
の
視
点
を
「
聖
書
と
自
然
」
と
い
う
切
り
口
で
、
こ
の

二
つ
を
関
連
づ
け
て
語
る
。
た
と
え
ば
創
世
記
「
天
地
創
造
物
語
」。
こ

の
聖
書
の
最
初
の
箇
所
は
下
手
を
す
る
と
「
聖
書
は
非
科
学
的
！　

こ
ん

な
こ
と
空
想
に
す
ぎ
な
い
。」
と
聖
書
離
れ
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
し
ま

う
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
田
中
氏
は
こ
う
説
明
す
る
。「
～
『
ビ
ッ
ク

バ
ン
』
で
始
ま
っ
た
小
さ
な
宇
宙
は
光
の
速
度
で
膨
ら
ん
で
、
一
五
〇
億

年
く
ら
い
か
か
っ
て
今
の
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。
～
今
か
ら
五
〇
億
年

く
ら
い
前
に
、
地
球
の
海
の
中
で
最
初
の
生
物
『
単
細
胞
生
物
』
が
誕
生

し
ま
し
た
。
単
細
胞
生
物
は
～
だ
ん
だ
ん
複
雑
な
生
物
へ
と
進
化
し
、
や

が
て
人
間
が
誕
生
し
ま
し
た
。
宇
宙
を
調
べ
上
げ
た
結
果
、
科
学
者
た
ち

が
出
し
た
こ
の
結
論
は
、
創
世
記
に
書
か
れ
た
天
地
創
造
の
物
語
そ
の
も

の
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。」
…
…
物
理
学
と
神
学
を
修
め
た
田
中
氏
な
ら

で
は
の
解
説
で
あ
る
。

　

高
橋
恵
一
郎
氏
は
、
女
子
聖
学
院
中
学
校
高
等
学
校
で
聖
書
を
教
え
て

お
ら
れ
る
。
学
校
の
保
護
者
向
け
に
、「
い
の
ち
」
を
育
む
最
少
単
位
の

共
同
体
が
家
庭
で
あ
る
と
い
う
切
り
口
か
ら
「
親
に
託
さ
れ
て
い
る
使

命
」
に
つ
い
て
語
る
。「
主
に
あ
る
教
育
は
神
か
ら
親
に
託
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
子
ど
も
を
永
遠
の
命
の
も
と
、
す
な
わ
ち
神
の
も
と
に
導
く
命

が
け
の
使
命
で
あ
る
」
と
語
る
恵
一
郎
氏
は
、
ご
両
親
か
ら
「
命
が
け
」

の
信
仰
教
育
を
う
け
て
育
っ
た
こ
と
が
ご
自
身
の
原
点
に
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
故
、
言
葉
に
説
得
力
が
あ
る
！

　

高
橋
貞
二
郎
氏
は
、
東
洋
英
和
女
学
院
中
学
部
高
等
部
で
聖
書
を
教
え

て
お
ら
れ
る
。
聖
書
科
の
授
業
や
教
会
学
校
の
分
級
で
の
実
践
を
紹
介
し

な
が
ら
、
生
徒
と
人
格
的
に
向
き
合
い
寄
り
添
う
こ
と
の
重
要
さ
、
ま
た

生
徒
に
わ
か
る
言
葉
で
語
る
こ
と
の
必
要
性
を
語
っ
て
い
る
。
貞
二
郎
氏

は
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
囲
む
世
界
は
「
ま
こ
と
の
光
」
が
見
え
に
く
く

な
っ
て
い
る
、
と
い
う
。
人
間
の
手
で
作
ら
れ
た
一
時
的
な
楽
し
み
や
慰

め
が
あ
ま
り
に
も
多
い
中
、「
ま
こ
と
の
光
」
を
指
し
示
す
た
め
に
現
場

で
は
工
夫
が
必
要
だ
と
指
摘
。
そ
の
工
夫
の
数
々
が
具
体
的
に
提
示
さ
れ

て
い
て
、
大
い
に
参
考
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
三
人
の
切
り
口
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
が
、「
聖
書

は
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
生
死
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
を
扱
っ
て
い
る
」

と
い
う
認
識
は
、
三
者
に
共
通
し
て
い
る
。
恵
一
郎
氏
よ
れ
ば
「
神
に
愛

さ
れ
て
い
る
喜
び
と
、
他
者
に
仕
え
る
幸
せ
の
道
は
聖
書
に
あ
る
」
と
い

う
。「
人
間
の
真
の
喜
び
は
何
か
」
を
聖
書
は
明
確
に
示
し
て
い
る
、
だ

か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
聖
書
の
み
こ
と
ば
を
届
け
た
い
、
大
人
は
そ

れ
を
届
け
る
責
任
が
あ
る
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
何
よ
り

も
「
私
た
ち
自
身
が
、そ
の
（
神
の
）
祝
福
に
日
々
生
き
る
必
要
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
が
三
者
の
出
発
点
で
あ
り
帰
結
点
で
あ
る
。

　

こ
の
共
同
執
筆
の
優
れ
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
三
人
で
連
載
す
る

に
あ
た
っ
て
、
自
分
の
番
の
時
に
、
他
の
二
人
の
記
事
の
コ
メ
ン
ト
を
書

き
、
ト
リ
プ
ル
対
話
で
進
め
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
毎
回
、
お
互
い

に
他
者
の
語
る
こ
と
に
聞
き
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
見
出
し
て
、
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。
聖
書
を
中
心
に
お
互
い
の
存
在
を
認
め
合
い
、
学
び
合
お
う

と
し
て
い
る
こ
の
姿
勢
そ
の
も
の
が
、「
聖
書
に
よ
っ
て
生
き
る
」
こ
と

の
良
い
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

教
師
に
限
ら
ず
、
ど
の
人
に
も
お
勧
め
の
一
冊
で
あ
る
。　

（
た
な
か
・
か
お
る
＝
日
本
基
督
教
団
安
行
教
会
牧
師
）

（
四
六
判
・
一
五
一 

頁
・
本
体
一
八
〇
〇
円
＋
税
・
聖
公
会
出
版
）
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出
村　

彰

キ
リ
ス
ト
教
と
現
代
社
会

カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム

新
た
で
有
益
な
対
話
の
継
続
を
願
い
つ
つ

日
本
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
協
会
編

　

本
書
は
、
一
九
五
四
年
の
日
本
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
協
会
設
立
か
ら
満
六

〇
周
年
を
記
念
し
て
、
同
協
会
の
手
で
編
集
・
出
版
さ
れ
た
多
彩
な
論
文

集
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
そ
の
遺
産
が
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
学
術
・

文
化
・
芸
術
・
政
治
・
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
か
を
、

協
会
創
立
当
初
か
ら
現
在
に
至
る
論
客
ら
の
講
演
、
お
よ
び
論
文
を
集
成

し
た
大
著
で
あ
り
、
評
者
と
し
て
も
、
古
い
頃
の
執
筆
者
ら
の
懐
か
し
い

氏
名
、
書
名
、
帰
属
な
ど
か
ら
始
ま
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
個
人
的

に
も
今
な
お
多
く
の
学
恩
を
受
け
て
い
る
方
々
の
浩
瀚
な
論
考
な
ど
、
改

め
て
蒙
を
啓
か
れ
る
思
い
で
、
再
読
・
三
読
に
努
め
た
次
第
で
あ
る
。
編

纂
の
労
苦
を
多
と
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

　

全
体
は
、
第
一
章
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
」
以
下
、「
カ

ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
神
学
者
た
ち
」、「
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
は
何
か
」、「
カ

ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
現
代
」、「
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
芸
術
・
文
化
」
と
続
き
、

最
終
の
六
章
に
は
詳
細
な
年
表
を
付
す
る
形
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

早
く
も
再
来
年
に
は
、
ル
タ
ー
の
「
九
十
五
条
提
題
」
か
ら
数
え
て
、
い

わ
ば
宗
教
改
革
五
〇
〇
年
記
念
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
潮
流
で
あ
る
改
革
派
、
そ
の
淵
源
た
る
カ
ル

ヴ
ァ
ン
と
そ
の
遺
産
を
深
く
・
広
く
顧
み
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
深

く
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
上
記
日
本
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
協
会
の
神

学
的
・
教
派
的
背
景
は
、
日
本
に
お
け
る
神
学
教
育
の
拠
点
を
神
戸
改
革

派
神
学
校
に
持
つ
、
い
わ
ゆ
る
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
も
、
第
二
章
で
特
に
詳
述
さ
れ
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
カ
イ
パ
ー
の
本
格

的
紹
介
は
、
評
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
益
だ
っ
た
。
評
者
の
懐
い
て
き

た
関
心
事
、
す
な
わ
ち
、
エ
ム
デ
ン
や
ロ
ン
ド
ン
亡
命
者
教
会
の
改
革
指

導
者
ヤ
ン
・
ア
ラ
ス
コ
『
著
作
全
集
』
の
編
纂
者
と
し
て
記
憶
す
る
カ
イ

パ
ー
だ
が
、
教
理
神
学
、
教
会
政
治
、
国
権
か
ら
自
立
し
た
自
由
大
学
の

設
立
、
さ
ら
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
国
政
そ
の
も
の
へ
の
参
画
な
ど
、
今
で
は

想
像
に
さ
え
余
る
ほ
ど
広
汎
な
そ
の
事
績
に
は
、
た
だ
驚
嘆
あ
る
の
み
で

あ
る
。

　

も
っ
と
も
そ
れ
だ
け
に
、
カ
イ
パ
ー
が
抱
懐
し
、
そ
の
後
継
者
た
ち

（
例
え
ば
、
本
書
で
も
詳
述
さ
れ
る
フ
ァ
ン
・
ル
ー
ラ
ー
な
ど
）
が
継
承

し
、
今
な
お
現
に
日
本
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
協
会
が
自
ら
の
レ
ゾ
ン
・
デ
ー

ト
ル
と
す
る
「
有
神
論
的
世
界
観
」、
そ
れ
に
立
脚
す
る
教
会
形
成
、
そ

の
現
代
的
展
開
の
可
能
性
探
求
な
ど
い
ず
れ
も
が
、
極
度
に
多
面
的
で
輻

輳
し
た
二
十
一
世
紀
に
残
さ
れ
た
課
題
だ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

自
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
深
く
・
鋭
く
問
い
返
す
こ
と
と
、
他
派

と
の
対
話
の
必
然
と
は
決
し
て
「
あ
れ
か
・
こ
れ
か
」
で
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。
平
凡
す
ぎ
る
実
例
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
十
世
紀
神
学
の
主
流
を

な
し
た
か
の
ご
と
く
だ
っ
た
バ
ル
ト
を
は
じ
め
と
す
る
ド
イ
ツ
改
革
派
系

の
「
弁
証
法
神
学
」、
ア
メ
リ
カ
で
あ
れ
ば
同
じ
背
景
を
共
有
す
る
ニ
ー

バ
ー
兄
弟
ら
の
新
正
統
主
義
な
ど
な
ど
、
対
話
の
相
手
は
決
し
て
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
本
書
で
も
、
何
人
か
の
執
筆
者
が
そ
れ
を
試
み
て
い
る
こ

と
は
力
強
い
。
も
っ
と
敷
衍
す
れ
ば
、
同
じ
福
音
理
解
に
依
っ
て
立
つ
ル

タ
ー
の
継
承
者
た
ち
が
含
ま
れ
る
の
は
無
論
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、「
義

認
の
教
理
」
理
解
を
め
ぐ
っ
て
、
す
で
に
ル
タ
ー
教
会
が
「
果
敢
に
も
」

乗
り
出
し
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
対
話
の
可
能
性
の
模
索
、
そ
れ

へ
の
参
与
な
ど
、
問
い
と
課
題
は
尽
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

余
り
に
も
素
朴
な
問
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
も
そ
も
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン

→
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
→
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
は
言
い
え
て
も
、
一
般
に
ル

タ
ー
→
ル
タ
ー
リ
ス
ト
→
ル
タ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
と
は
、
寡
聞
に
し
て
耳
に

し
な
い
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
単
な
る
呼
称
に
こ
だ
わ
る
愚
か
さ
を

承
知
の
上
で
、
な
お
疑
念
の
晴
れ
な
い
評
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
加
え
て
、

カ
ル
ヴ
ァ
ン
研
究
そ
の
も
の
の
「
進
展
」
と
の
絶
え
ざ
る
対
話
・
折
衝
の

可
能
性
、
否
、
責
務
も
ま
た
問
題
と
な
ろ
う
。
限
ら
れ
た
実
例
で
し
か
な

い
が
、
四
年
に
一
度
開
催
の
国
際
カ
ル
ヴ
ァ
ン
学
会
の
歩
み
な
ど
を
目
に

し
つ
つ
、
評
者
は
そ
の
趨
勢
を
、「
非
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
化
」〔「
非
信
条

化
」〕、「
非
教
義
化
」〔
換
言
す
れ
ば
、
原
資
料
中
心
の
「
歴
史
化
・
文
脈

化
」〕、
つ
い
で
に
言
え
ば
「
非
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
化
」〔「
同
時
多
発
性
」
へ
の

開
眼
〕、
な
ど
と
言
い
表
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
表
現
す

る
必
然
性
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
近
年
の
傾
向
は
し
ょ
せ
ん
、
カ
ル

ヴ
ァ
ン
と
そ
の
神
学
的
核
心
ま
で
を
も
、
本
書
の
各
所
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
「
近
代
神
学
化
」
に
堕
せ
し
め
る
に
他
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
評
者

も
ま
た
、
問
わ
れ
て
い
る
思
い
で
あ
る
。

　

十
六
世
紀
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
と
い
う
一
都
市
国
家
在
任
の
「
協
働
牧
会
者

団
」
の
一
員
に
徹
し
つ
つ
、
水
平
面
で
は
全
欧
的
視
野
を
堅
持
し
、
永
遠

へ
向
か
う
垂
直
面
で
は
終
末
の
日
を
待
ち
続
け
た
あ
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
、

今
・
こ
こ
で
な
ら
何
を
ど
う
語
り
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
だ
ろ
う
か
を
改

め
て
問
わ
れ
る
思
い
を
、
い
っ
そ
う
深
め
ら
れ
た
本
編
著
だ
っ
た
。
感
謝

を
も
っ
て
拙
稿
を
閉
じ
た
い
。（

で
む
ら
・
あ
き
ら
＝
東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

（
Ａ
５
判
・
四
六
二
頁
・
本
体
五
六
〇
〇
円
＋
税
・
一
麦
出
版
社
）
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福
嶋　

揚

１
９
３
４-

１
９
６
８

カ
ー
ル・バ
ル
ト
＝
滝
沢
克
己
往
復
書
簡

30
年
以
上
に
及
ぶ
希
有
な
対
話
（
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
）

寺
園
喜
基
訳

　

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
が
遺
し
た
ド
イ
ツ
語
の
著
作
群
に
は
、
ま
だ
邦
訳
さ

れ
て
い
な
い
膨
大
な
文
献
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
多
く
の
書
簡
も
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
書
簡
の
一
つ
で
あ
り
、
ス
イ
ス
の
バ
ル
ト
資
料
館
に

保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
こ
の
た
び
寺
園
喜
基
氏
に
よ
っ
て
邦
訳
さ
れ

解
説
さ
れ
た
、
バ
ル
ト
と
滝
沢
克
己
の
往
復
書
簡
で
あ
る
。

　

聖
書
の
知
識
を
十
分
持
た
な
か
っ
た
非
キ
リ
ス
ト
者
の
滝
沢
克
己
は
、

一
九
三
〇
年
代
半
ば
、
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
の
奨
学
生
と
し
て
渡
欧
し
た
。

滝
沢
は
そ
の
際
、
西
田
幾
多
郎
自
身
の
勧
め
に
従
っ
て
バ
ル
ト
を
訪
ね
、

そ
の
後
生
涯
に
わ
た
っ
て
バ
ル
ト
と
の
対
話
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

留
学
生
滝
沢
の
ド
イ
ツ
語
力
が
類
を
見
な
い
ほ
ど
突
出
し
て
い
る
こ
と

に
、
バ
ル
ト
は
驚
嘆
し
た
。
実
際
バ
ル
ト
の
手
紙
を
読
め
ば
、
海
外
生
活

経
験
者
の
誰
も
が
、
そ
の
驚
嘆
に
納
得
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

滝
沢
の
語
学
力
は
、
彼
自
身
が
バ
ル
ト
に
向
か
っ
て
問
い
か
け
語
り
か
け

る
内
実
と
不
可
分
の
語
学
力
で
あ
っ
た
。

　

往
復
書
簡
の
全
体
を
見
る
と
、
分
量
的
に
は
滝
沢
か
ら
バ
ル
ト
へ
の
手

紙
が
多
い
。
と
は
い
え
、
多
忙
極
ま
り
な
い
バ
ル
ト
が
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
異
国
の
滝
沢
を
気
遣
い
、
彼
に
著
作
を
贈
り
続
け
た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ

ば
、
両
者
の
関
係
は
「
往
復
」
で
あ
り
「
対
話
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
往
復
書
簡
は
、
互
い
へ
の
敬
意
と
友
情
に
満
ち
て
い
る
と
同
時

に
、
妥
協
の
な
い
論
争
を
含
ん
で
い
る
。

　

バ
ル
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
と
づ
け
す
る
フ
ォ
ン
・
キ
ル
シ
ュ
バ
ウ
ム

助
手
の
書
簡
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
滝
沢
の
書
簡
に
同
封
さ
れ
た

資
料
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
三
五
年
に
滝
沢
が
フ
ン
ボ

ル
ト
財
団
あ
て
に
送
っ
た
報
告
書
が
注
目
に
値
す
る
。
滝
沢
は
そ
こ
で
─

─
恐
ら
く
危
険
を
冒
し
て
─
─
ド
イ
ツ
政
府
が
行
っ
た
バ
ル
ト
の
罷
免
に

対
し
て
抗
議
し
、
当
時
の
ド
イ
ツ
国
家
社
会
主
義
の
破
滅
的
な
近
未
来
を

予
見
し
つ
つ
、
哲
学
的
神
学
的
な
警
告
を
述
べ
て
い
る
。

　

三
五
年
間
に
わ
た
る
往
復
書
簡
の
中
で
は
、
両
者
の
出
会
い
か
ら
ち
ょ

う
ど
四
半
世
紀
後
の
、
滝
沢
か
ら
の
受
洗
の
報
告
と
、
そ
れ
に
対
す
る
バ

ル
ト
か
ら
の
祝
福
が
、
一
つ
の
山
場
を
な
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ

に
よ
っ
て
両
者
の
対
話
や
議
論
が
終
る
わ
け
で
は
な
い
。
両
者
の
論
争
は
、

バ
ル
ト
の
側
か
ら
も
滝
沢
の
側
か
ら
も
、
完
全
な
結
論
や
収
束
に
は
辿
り

着
い
て
い
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
い
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
キ
リ
ス
ト

教
の
根
幹
を
め
ぐ
る
問
い
と
し
て
、
読
者
へ
と
投
げ
か
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
書
簡
集
は
ま
た
、
バ
ル
ト
の
体
系
的
で
モ
ノ
ロ
ー
グ
の
形
を
と
る

単
著
と
は
異
な
る
、
彼
の
別
の
側
面
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
バ
ル
ト

が
異
文
化
の
他
者
に
配
慮
し
、
旺
盛
な
関
心
を
寄
せ
、
生
き
生
き
と
し
た

対
話
（
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
）
を
行
う
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

バ
ル
ト
神
学
が
宗
教
間
対
話
や
宣
教
を
阻
害
し
た
と
い
う
批
判
が
存
在

す
る
。
そ
う
し
た
問
題
点
が
、
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
深
く
根
ざ
す
神

学
者
バ
ル
ト
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
だ
が
バ
ル
ト
が
単
に
そ
れ
に

と
ど
ま
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
思
想
が
西
田
幾
多
郎
や
そ
の
弟
子
滝
沢
に
語

り
か
け
る
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
バ
ル
ト
神

学
が
今
日
、
現
代
思
想
の
最
先
端
を
切
り
拓
く
柄
谷
行
人
氏
の
よ
う
な
非

キ
リ
ス
ト
教
的
思
想
家
か
ら
の
深
い
共
鳴
を
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
得
な
い
だ

ろ
う
（『
現
代
思
想
』
二
〇
一
五
年
一
月
臨
時
増
刊
号
を
参
照
）。
教
会
の

源
泉
と
し
て
の
福
音
を
求
め
て
掘
り
下
げ
る
バ
ル
ト
の
思
考
は
、
同
時
に

教
会
の
「
壁
」
を
透
過
し
て
対
話
を
創
造
す
る
思
考
で
も
あ
っ
た
。
バ
ル

ト
と
滝
沢
の
往
復
書
簡
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
「
壁
」
の
内
外
を
往
復

す
る
自
由
な
対
話
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
十
一
世
紀
に
バ
ル
ト
神
学
と
い
う
古
典
を
読
み
継
ぐ
た
め
に
、
さ
ら

に
ま
た
バ
ル
ト
と
滝
沢
が
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
立
場
か
ら
把
握
し
て
証
言

し
よ
う
と
し
た
、
大
い
な
る
福
音
を
新
た
に
聴
き
取
り
続
け
る
た
め
に
、

こ
の
往
復
書
簡
集
は
重
要
な
援
助
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
福
音
の

力
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
バ
ル
ト
と
の
出
会
い
が

ど
れ
ほ
ど
幸
福
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
巻
末
解
説
に
お
い
て
寺
園
氏
が
引

用
し
た
滝
沢
の
言
葉
が
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
滝
沢
が
最
後
に
バ
ル

ト
を
訪
問
し
た
後
、
帰
国
途
上
に
記
し
た
言
葉
で
あ
る
。

　
「
三
十
年
前
、
先
生
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
こ
と
は
、
私
の
一
生
に
と
っ
て

何
と
い
う
し
あ
わ
せ
だ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
そ
う
で
あ
る
だ

ろ
う
。
ど
う
か
先
生
が
よ
く
な
ら
れ
て
、
百
歳
ま
で
も
お
仕
事
を
な
さ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。」

（
ふ
く
し
ま
・
よ
う
＝
青
山
学
院
大
学
、
白
百
合
女
子
大
学
、
東
京
神
学
大
学
兼
任
講
師
）

（
四
六
判
・
二
八
〇
頁
・
本
体
二
七
〇
〇
円
＋
税
・
新
教
出
版
社
）
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http://www.ichibaku.co.jp/
携帯サイト mobile.ichibaku.co.jp/ Ichibaku Shuppansha Publishing Co., Ltd.

日本キリスト改革派教会 
大会教育委員会

信徒の手引き

四六判　定価（本体2,200+税）円
ISBN978-4-86325-071-0

わたしたちは，聖書と時代からの問
いかけにどのように応えるか．

久野牧

キリスト教信仰Ｑ＆A

四六判　定価（本体1,800+税）円
ISBN978-4-86325-006-2

信仰にまつわる疑問の数々……．あ
なたの「素朴な疑問」に答えます！

久野牧

教会生活の道案内

四六判　定価（本体2,000+税）円
ISBN978-4-86325-007-9

知っておきたい，あらためて考えて
みたい，わたしたちの教会生活．

ピーター・テイラー・フォーサイス
大宮溥訳

祈りのこころ

四六判　定価（本体1,800+税）円
ISBN978-4-86325-002-4

世代を超えて読み継がれているベス
トセラー．

ニクラウス・ペーター
大石周平訳
信仰のいろはをつづる
魂の解剖図と告白

四六判　定価（本体2,400+税）円
ISBN978-4-86235-072-7

スイスで今，最も注目を集める説教者．
現代に語りかける力に満ちた説教！

及川信

盲人の癒し・死人の復活
ヨハネによる福音書 説教と黙想

四六判　定価（本体1,900+税）円
ISBN978-4-86325-054-3

「しるし」としての奇跡．二つの奇跡は
あなたに何を語りかけているのか．

黙想と祈りの集い準備会編

テゼ
巡礼者の覚書

A5判変型　定価（本体1,800+税）円
ISBN978-4-86235-059-8

世界中の青年たちの心をとらえ続け
るテゼ．その秘密はどこに？  カラー
写真満載．プレゼントにも．
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既刊案内（2014年12月～ 2015年1月）（定価はすべて本体価格＋税）

著 訳・ 編 者 書　　名 判型 頁 本体価格 版　元 発行日
Ｆ． ア ワ ズ ラ ー 著
鳥 羽 徳 子 訳

二 十 世 紀 か ら の 贈 り 物
― 現 代 の た と え 話 ２

Ｂ ６ 188 1,700 教 文 館 12／15

村 岡 崇 光 私 の ヴ ィ ア・ ド ロ ロ ー サ
―「大東亜戦争」の爪痕をアジアに訪ねて

四 六 204 1,500 〃 12／20

平 山 正 実 死 と 向 き 合 っ て 生 き る
― キ リ ス ト 教 と 死 生 学

四 六 212 1,500 〃 12／20

黒 川 知 文 日本史におけるキリスト教宣教
―宣教活動と人物を中心に

四 六 478 3,000 〃 12／20

小 島 誠 志 虹 の 約 束
― 小 島 誠 志 説 教 集

Ｂ ６ 256 1,900 〃 12／25

ジョン・テイラー著
土 岐 健 治 訳

西 洋 古 典 文 学 と 聖 書
― 歓 待 と 承 認

Ａ ５ 366 5,100 〃 12／25

W.ブ ル ッ ゲ マ ン 著
矢 田 洋 子 訳

現 代 聖 書 注 解
サ ム エ ル 記 　 下

Ａ ５ 258 5,000 日 本 キ リ ス ト
教 団 出 版 局 12／15

四 竈 　 揚 こ の 最 後 の 者 に も
―福音書の語るメッセージ

四 六 160 1,500 〃 12／15

呉 在 植 著
山 田 貞 夫 訳

私の人生のテーマは「現場」
―韓国教会の同時代史を生きて

四 六 350 2,500 新 教 出 版 社 12／ 1

ホセ･イグナシオ・ロペス・ビヒ
ルとマリア・ロペス・ビヒル著
祐 川 郁 生 訳

イ エ ス と い う 人 の 物 語 Ａ ５ 1150 5,000 〃 12／25

秋 山 憲 兄 編 高 倉 徳 太 郎 日 記 四 六 905 5,000 〃 12／25

寺 園 喜 基 訳 カール・バルト＝滝沢克己往復書簡
― 1 9 3 4 ‐ 1 9 6 8

四 六 280 2,700 〃 12／25

ジ ャ ン・ バ ニ ア ン 著
『天路歴程』翻訳委員会訳

天 路 歴 程
― 天 の 都 を 目 ざ し て

Ｂ ５ 116 1,500 キ リ ス ト 新 聞 社 12／15

西 垣 光 代 主 に 望 み を お い て
―日本の幼児教育に貢献したアニーＬ.ハウ

Ａ ５ 169 2,200 〃 12／25

Ｓ.Ｒ.ヘインズ、Ｌ.Ｂ.ヘイル著
船 本 弘 毅 訳 はじめてのボンヘッファー 四 六 222 1,800 教 文 館 1 ／31

山 北 宣 久 天 笑 人 語 四 六 136 1,200 日 本 キ リ ス ト
教 団 出 版 局 1 ／20

山 下 智 子 文
池 谷 陽 子 絵

こ ひ つ じ た ち の Ａ Ｂ Ｃ
―アダムからはじまる物語

Ａ ５ 130 1,400 〃 1 ／20

徳 永 　 徹 逆 境 の 恩 寵
祈りに生きた家族の物語

B6変 200 1,800 新 教 出 版 社 1 ／31

齋 藤 孝 志 道 ・ 真 理 ・ 命 3
―ヨハネによる福音書に徹して聴く（13‐ 21章）

新 書 304 1,000 ヨ ベ ル 1 ／15
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書
店
名

郵
便
番
号

住
　
所

電
　
話

フ
ァ
ッ
ク
ス

U
RL

メ
ー
ル

郵
便
振
替

北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
書
店
06
0-
08
07

札
幌
市
北
区
北
七
条
西
６
丁
目

01
1-
73
7-
17
21

01
1-
74
7-
59
79

ht
tp
:/
/w
w
w
.jb
-s
ho
p.
co
m
sa
sa
ki
@
jb
-s
ho
p.
co
m

02
77
0-
2-
56
52
0

善
隣
館
書
店

02
0-
00
25

盛
岡
市
大
沢
川
原
3-
2-
37

01
9-
65
4-
12
16

共
用

htt
p:/
/w
ww
7.o
cn
.ne
.jp
/~
zen
-bo
ok/

ze
nri
nk
an
_s
yo
ten
@y
ah
oo
.co
.jp
02
35
0-
0-
87
4

仙
台
キ
リ
ス
ト
教
書
店

98
0-
00
12

仙台
市青
葉区
錦町
1-1
3-6
　東
北教
区セ
ンタ
ー・
エマ
オ1
F
02
2-
22
3-
27
36

共
用

fq
cw
k5
24
@
yb
b.
ne
.jp

02
23
0-
0-
31
15
2

恵
泉
書
房

26
0-
00
21

千葉
市中
央区
新宿
2-8
-2　
千葉
クリ
スチ
ャン
セン
ター
ビル
04
3-
23
8-
12
24

04
3-
24
7-
30
72

ke
is
en
@
ve
st
a.
oc
n.
ne
.jp

00
12
0-
9-
43
61
9

教
文
館

10
4-
00
61

東
京
都
中
央
区
銀
座
4-
5-
1

03
-3
56
1-
84
48

03
-3
56
3-
12
88

htt
p:/
/w
ww
.ky
ob
un
kw
an
.co
.jp
xb
oo
ks
@
ky
ob
un
kw
an
.c
o.
jp
00
12
0-
2-
11
35
7

聖
公
書
店

16
2-
08
14

東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
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自
団
体
の
書
籍
で
恐
縮
だ
が
、
過
去
の
出
版
物
を
参
考
に
し
な
が
ら
仕

事
を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
、
担
当
し
た
「（
ノ
ア
の
）
箱
舟
の
大
き
さ

を
想
像
し
よ
う
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
で
て
き
た
。
舟
の
図
に
数
字
を
書
き

込
む
だ
け
の
つ
も
り
が
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
表
現
が
で
き
な
い
も
の

か
と
、
考
え
を
巡
ら
せ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

誰
も
が
知
り
、
大
き
さ
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
相
当

さ
せ
た
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
探
し
て
や
っ
と
見
つ
け
た
も
の
が
東
大
寺
盧

舎
那
仏
像
、
別
称
、
奈
良
の
大
仏
だ
っ
た
。
箱
舟
も
大
仏
も
お
よ
そ
の
サ

イ
ズ
表
示
な
の
で
多
少
の
誤
差
は
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
だ
が
、
坐
像

の
高
さ
が
近
か
っ
た
の
で
、
平
面
積
を
計
算
す
る
と
約
20
体
分
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
図
に
表
そ
う
と
イ
ラ
ス
ト
に
取
り
か
か
り
始
め
、
大
仏
の
頭

の
パ
ン
チ
パ
ー
マ
な
ら
ぬ
螺
髪
を
描
こ
う
と
し
た
と
き
、
違
和
感
に
気
づ

い
て
中
断
し
た
。

　

果
た
し
て
箱
舟
の
隣
に
大
仏
20
体
並
べ
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を

対
象
と
し
た
読
者
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

十
二
神
将
・
伐
折
羅
が
切
手
に
な
っ
て
い
る
が
、
私
が
存
じ
あ
げ
る
牧

師
先
生
は
使
い
た
く
な
い
し
触
り
た
く
も
な
い
そ
う
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を

思
い
出
す
と
、
ま
す
ま
す
自
信
喪
失
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　

あ
き
ら
め
て
他
を
探
し
て
み
た
も
の
の
、
適
当
な
も
の
が
見
つ
か
ら
ず

結
局
も
と
の
表
現
に
も
ど
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

個
を
見
極
め
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
不
謹
慎
が
良
い
効
果
を
も

た
ら
す
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
適
切
な
例
え
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

作
曲
家
が
不
協
和
音
を
あ
え
て
混
ぜ
る
こ
と
で
、
音
楽
全
体
が
良
く
な
る

場
合
が
あ
る
と
い
っ
て
い
た
こ
と
も
信
憑
性
を
感
じ
る
。

　

箱
舟
と
大
仏
の
組
み
合
わ
せ
は
異
色
で
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
し
か
し

不
快
に
思
う
人
も
い
る
。
私
は
、
以
前
よ
り
リ
ア
ル
に
箱
舟
を
想
像
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
広
そ
う
だ
が
全
種
類
の
動
物
各
二
匹
と
暮
ら
す
の
は

厳
し
い
と
思
っ
た
り
も
し
た
。

　

掲
載
を
あ
き
ら
め
た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
の
か
、
今
で
も
わ
か
ら
な
い
。

そ
れ
で
も
、
探
究
心
は
大
切
に
し
た
い
。	

（
吉
崎
）

編
集
室
か
ら
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